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豊富村は甲府盆地の南部に位置 し、北に笛吹川が流れ、南に御坂山塊が東西に連な り、とて

も自然豊かな村です。そして曽根丘陵の台地上を中心に古代遺跡が多数眠っていた り、中世の

初めにこの地一帯を支配 していた甲斐源氏の一族浅利与一公の墓塔が大福寺に代々守られてき

た りなど、歴史的環境にも恵まれています。

豊富村では近年、シルクの里公園へのアクセス道路 としてシルクラインやかるさと農道の建

設、笛吹川沿いの国道140号線に本村の情報の発信源 として期待される交流促進センターの建

設など、地域活性化の促進のためにさまざまな開発が行われています。また民間でも宅地開発

や個人住宅の建設など各種の開発が相次いでお ります。このような開発が埋蔵文化財包蔵地で

行われるためにまず遺跡有無の確認調査をしていきます。

本報告書は平成 9年度に実施 した豊富村内における各種開発に伴 う埋蔵文化財有無の確認調

査の結果をまとめたものです。高部宇山平遺跡では縄文時代中期初頭の住居跡、方二郎遺跡で

弥生時代後期の住居跡が確認された り、横畑遺跡ではかつて昭和60年に山梨県教育委員会で調

査が行われましたが、この時に発見された遺構群の分布が今回の調査でさらに広がることがわ

か りました。今回発見されたのは戦国時代から江戸時代にかけての上坑や小穴であ り、この時

期の遺構・ 遺物の発見は本村の他の遺跡ではあまり例がないので大変貴重な発見といえましょ

う。なお今回の調査にあた り、ご指導・ ご協力をいただきました地元地権者の方々をは じめ、

関係各位に厚 く感謝申し上げます。

本報告書が今後、有意義に活用されることを希望いた します。

1998年 3月 31日

豊富村教育委員会

教育長 萩 原 保 正
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第 2章 地理的歴史的環境

豊富村は、山梨県のほぼ中央、甲府盆地の南端に位置する。地形的に見ると、御坂山塊の北

斜面の山地 と曽根丘陵台地、浅利川流域の平坦地、及び笛吹川流域の沖積地 とに分かれる。

村の南西は、標高650～950mに及ぶ急峻な御坂山塊の北面斜面の山地に占められ、これらの

山地から平地に移る尾根の末端部に標高240～380mで強粘土質からなるローム層で覆われた曽

根丘陵が広がっている。御坂山塊の関原峠の山腹に源流を発する浅利川が村の中心に流れてお

り、その浅利川流域に沿って集落が発達 している。浅利川が笛吹川に注 ぐ一帯は、沖積地形で

あ り、かつての氾濫原である。現在は、明治以来の区画整理以降、水田が広がっている。

豊富村の遺跡分布は、曽根丘陵の台地上で占める。その初現として、横畑遺跡、弥二郎遺跡

から先土器時代のナイフ形石器が出土 している。

それに続 く縄文時代の遺跡は、35か所確認されている。その中で、駒平遺跡は中期前半を主

体 とし、横畑遺跡では、中期後半の住居址が検出した。高部宇山平遺跡においては、後期中葉

の土坑から注口土器の完形品が出土するなど、前期から後期にわたって遺構・遺物が各遺跡か

ら出土 している。

弥生時代は、14か所に分布 している。城原遺跡で表採された壷や甕の破片が前期末から中期

初頭にかけてのものであ り、これらを初源 として弥二郎遺跡では後期の住居址 3軒、横畑遺跡

で後期の住居llL 3軒が検出されている。

古墳時代は、散布地が24か所で、古墳が25基あるが、その多くの墳丘が削平されている。そ

の分布 として、 5世紀後半の王塚古墳を中心 とする宇山平古墳群、 6世紀前半 とされる三星廃

古墳を中心 とする三星院古墳群、城原古墳群、田見堂及鳥居原古墳群の 4群からなる。

奈良・平安時代の豊富村一帯は、『和名抄』によると、八代郡沼尾 (ぬ まのお)郷に属する

とされるが、現在 この沼尾郷に比定できるような遺跡は見つかっていないが、横畑遺跡で10世

紀後半以降の住居l■が 3軒検出されている。

中世になると、甲斐源氏の一族浅利与一義成の支配する所 とな り、その伝承 も本寸内各地に残

り、高さ3mの層塔形式を呈する浅利与一の墓塔 も大鳥居に所在する大福寺に伝わ っている。

また、三星院門前の小丘が戦国時代の武田家家臣三枝土佐守虎吉の館跡 といわれる。戦国時代

から近世にかけての遺跡 として、横畑遺跡がある。竪穴状遺構や方形プランの土坑・小穴群な

どの遺構やかわらけ・陶磁器・融解物付着土器などの土器類が出土するなど、この時期の状況

の一端を示す資料も検出している。
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第 1図 周辺遺跡分布図(1/25,000)
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l.明治遺跡   2.地 臨日遺跡 3。 高部宇山平選跡  4.宇 山遺跡

5,中尾遺跡   6.代 中遺跡  7.代 中東遭跡

9.三枝氏館跡  10.上野原遺跡 ll.駒平追跡

i3.上三口西遺跡 14.上三日遺跡 15,弥二郎遺跡

17.原追跡 18.中原遺路  19.浜井場追跡

21.付山北選跡  22.神田南遺跡 23.神田北遺跡

26.駒原遺跡   26.柿戸原追跡 27.柿戸原向遺跡   28.山口追跡

29.宮の下遺跡  30.熊野原遺跡 31.浅利氏館跡  32,大鳥居宇山平遺勝

8。 関沢遺跡

12.高内遺跡

16.東原遺勝

20.付山南遺路

24.旧 =鳳院跡

3G.颯原選跡

40,桐田北遺跡

11.久保遺跡

18。 前田追跡

54～51.無名墳

38.釜池西遺跡  34.釜池東遺跡 36.浜井戸追跡

37.見間北遺跡  38.見間追跡  39.桐田遺跡

41.南大森追跡  12.西の沢遺跡 48.宮の協遺跡

46.川東退跡   lS,槙畑遺跡  47.久保田遺路

49.伊勢塚古墳  50～ 62.無名墳 53.三塁院古填

62.おさんこうじ古墳  63.金塚古墳  64.工塚古壌  SS.二子塚古填

66～S3.無名墳  69,壌原大塚古填  70～ 72.無名填 73.お日崎さん古填
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第 3章 代中遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過

東八代郡豊富村木原字代中に所在 し、曽根丘陵西側の一角に広がる東西に延びる台地上に立

地する。

当遺跡の東端で個人住宅建設の計画があ り、試掘調査を実施 した。調査面積は 4だである。

平成 9年 (1997)6月 30日  発掘調査を開始・ 終了

平成 9年 (1997)6月 30日  文化庁に発掘報告を提出

第 2節 調査方法及び基本層序

調査方法は調査対象地に応 じて 2× 2mの試掘坑を 1か所設定 して掘 り下げた。

基本層序は次のとお りである。なお、地表から第Ⅱ層までの深さは80cln前後である。

第 I層 褐色土 (耕作土) 第 H層 黄褐色ローム

第 3節 調査の結果

調査の結果、ローム面は耕作による抗乱を受けてお り遺構の検出はなく、縄文土器の破片が

1点出土 しただけである。

第 2図 調査区位置図(1/10,000)

-4-



撹 乱

しまりなし ロームプロック含む

耕作土
東 壁 土 層

第 3図 調査区全体図・平面図・ 土層図
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第 4章 高都宇山平遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過

東八代郡豊富村高部字伊勢塚に所在 し、甲府盆地の南側から東側に連なる曽根丘陵を形成す

る宇山平 と呼ばれる台地上の】ヒ側に立地する。

当遺跡内の北端で個人住宅の計画があ り、試掘及び本調査を実施 した。調査面積は80∬ であ

る。

平成 9年 (1997)8月 19日

平成 9年 (1997)8月 22日

平成 9年 (1997)8月 26日

平成 9年 (1997)9月 1日

発掘調査を開始

文化庁に発掘報告を提出

発掘調査を終了

南甲府警察署に遺失物発見届提出

第 2節 調査方法及び基本層序

調査方法は調査対象地に応 じて 3× 5m、 2× 5m、 5× 8mの試掘坑を 3か所設定 し、そ

れぞれに 1～ 3区 と名づけ、ローム面まで掘 り下げた。その時、 3区の耳ヒ側に落ち込みらしき

プランが確認され、調査区を北側に 3× 5m拡張 して調査を進めた。

基本層序は次のとお りである。なお、地表から第Ⅳ層までの深さは50～70olnで ある。

第 I層 褐色土 (耕作土)  第 H層 黒色土  第Ⅲ層 暗褐色土

第Ⅳ層 黄褐色 ローム

第 4図 調査区位置図
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第 1区 西 壁 土 層

第 2区 西 壁 土 層

第 3区 北 壁 土 層

I 褐色土  しま りやや あ り 耕作土

H 黒色上  しま りあ ま りない

m 暗褐 色上  しま りや やあ り

IV 黄褐 色 ロー ム

1 ロームブロック

2 褐色土 しまりあまりない 黒色土少し含む

3 褐色上 しまりあり 焼土粒 ローム粒含む

1号 住居址の穫土

第 5図 土層図

第 3節 検出した遺構と遺物

(1)第 3区の遺構 と遺物

1号住居址 (第 7・ 8図 )

3区の北側で確認され、 3× 5m拡張 して調査を進め、プランを検出した。耳ヒ側は調査区外

に延び、南側の一部が撹乱を受けている。北東―南西方向の長さが4.5mあ り、 2区ではプラ

ンが確認されなかったので、全体的には 9m前後になると思われる。壁高は確認面より12clnを

測る。床面は平坦であ り、そこに13基の小穴が確認できた。小穴の直径は20～ 50cln、 深さは10

～60clnを測る。そのうち12号小穴 としたものが覆土に焼土が混入 してお り、炉址 と思われる。

その炉の南隣に深鉢が正位で埋められていたが、その状況は土器の底部位を据え、その底部

の上器を別の胴部の土器が囲むように据えられていた。土器の南側に焼土が一部見られたが、

内部には全 く含まれていなかったので、炉に使われたものではなく埋甕 と考えられる。土器は

底部及び胴部 ともに縄文時代中期初頭の五領ケ台式上器である。

出土遺物は 1が埋甕に使われたと思われる縄文土器の底部である。底径14.Ocln、 残存高16:0

clnを測る。色調は橙褐色で、焼成は良好、胎土は砂粒を含む。文様は集合沈線文で、半我竹管

-7-



第 6図 全体図

による工具で 4本単位の平行沈線を全周させそれを区画とし、その下部には縦位 もしくは横位

に集合沈線で文様を描いている。 2は埋甕に使われたと思われる縄文土器の底部を囲んでいた

胴部である。上部で外傾 し、外傾 した部分の最大幅は18.6clnを 測る。色調は赤褐色で、焼成は

良好、胎土は白色粒を含む。文様は集合沈線文で、半我竹管による工具で 4本単位の平行沈線

を全周させそれを区画とし、下段は縦位、中段 と上段は矢羽根状に施文する。 3は集合沈線文

である。色調は薄い橙褐色で、胎土は雲母を含む。 4も集合沈線文である。 5は半載竹管によ

る沈線文。色調は橙褐色である。 5は連続爪形文を施 している。胎土は金色雲母を含む。時期

は 1～ 5が縄文時代中期初頭の五領ケ台式で、 6は縄文時代前期後葉の諸磯 B式である。 7は

磨石である。長さ12.4cHl、 幅8.5cln、 厚 さ4,7clnである。

8～ 16は H層出土で、8は集合沈線文、 9は押引きによる沈線文、10～12は結節縄文、13は

ハの字文である。16は縄文土器の底部で、底面に網代痕が残る。
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第 4節 まとめ

調査の結果、 3区より縄文時代中期初頭 (五領ケ台式期)の住居上が 1軒検出した。この調

査地周辺では、1972年、1990～1994年に調査が行われ、五領ケ台式土器がいくつも―出土してい

るものの、同時期の遺構は検出されたことがなかったので、今回が初めての発見となる。遺構

外からも五領ケ台式上器の破片がいくつか出土している。

なお、1990年の調査で見つかった方形周濤墓は今回の調査地の50m西 とすぐ近くにあり、そ

の続きが期待されたが、今回は古墳時代の遺構は検出されな力▼った。
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第 5章 横畑遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過

東八代郡豊富村大鳥居字横畑に所在 し、御坂山塊から舌状に飛び出した曽根丘陵の台地状に

広 く立地する。

当遺跡の中心を東西に横断する形で村道ふるさと農道大鳥居線の建設の計画があ り、試掘調

査を実施 した。調査面積は58∬ である。試掘調査終了後、引き続き本調査に入ったため、試掘

分と本調査分をまとめて文化庁に報告 し、南甲府警察署に遺失物発見届を提出した。

平成 9年 (1997)10月 6日 発掘調査を開始

平成 9年 (1997)10月 15日 発掘調査を終了

平成 9年 (1997)■月 4日 文化庁に発掘報告を提出

平成 9年 (1997)12月 10日 南甲府警察署に遺失物発見届提出

第 2節 調査方法及び基本層序

調査方法は調査対象地に応 じて幅1.5m、 長さは任意の トレンチを 7か所設定 し、それぞれ

1～ 7区 と名づけて掘 り下げた。

各 トレンチの断面観察により、本遺跡調査区の基本層序は次のとお りである。なお、地表か

ら第Ⅲ層までの深さは10～ 60clnで調査区によってばらつきがある。

第 I層 褐色土 (耕作土) 第 H層 黒褐色土 第Ⅲ層 黄褐色ローム

第 9図 調査区位置図
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第 3節 検出された遺構と遺物

(1)第 2区の遺物 (第15図 )

I層出上で、 1は 日径H.2cln、 底径6.Ocln、 器高2.5cln、 色調は橙褐色、胎土は密で金色雲母

を含む。内外面 ともに横ナデで、底面に糸切痕が残る。 2は 口径12.2cEI、 底径7.Ocln、 器高2.5

cln、 色調は橙褐色、胎土は密で金色雲母を含む。内外面 ともに横ナデで、底面に糸切痕が残る。

3は美濃灰釉皿で、内面は丸のみによる削ぎが菊花状に施され、日径10.Ocln、 色調は黄緑で

ある。

鬱)第 3区の遺構 と遺物

1号竪穴状遺構 (第13・ 15図 )

3区の東側に位置 し、 トレンチの1/3を 占める。呵ヒ側及び東側は調査区外に延びる。隅丸方

形プランを呈 しているものと思われ、東西幅260cln以上、南北幅150cln以上、壁高は50clnを 測る

床面は平坦であ り、壁面は急な立ち上が りで、 トレンチのJヒ壁土層を見ると、西側の立ち上が

りの上部が段上になっているが、これは崩落 したため と思われる。覆土は暗褐色である。柱穴

や炉のようなものは見つからず、本遺構は古代の住居址ではなく、中近世の竪穴状遺構 と考え

られる。

出土遺物は 4が内耳土器の日縁部で、口径11.OcHl、 色調は暗褐色で外面にすすが付着 してい

る。その他、覆土に混入 して 5～ 9の ような縄文時代中期後半の上器が多数出上 した。 5は縄

文地、 6は条線地、 7は半我竹管による条線地に蛇行隆線、 8は条線地、 9は半我竹管による

沈線を施す。

1号土坑 (第 13図 )

3区内のゴヒ西に位置 し、北側は調査区外に延びる。平面プランの形状は不明であ り、東西幅

150cln、 深さは50clnを測る。立ち上が りは東側 と比べて西側の方が急である。床面は平坦であ

る。

出土遺物はない。

1号小穴 (第13図 )

3区内の東側、 1号竪穴状遺構の南側に位置 し、ゴヒ側及び西側は調査区外に延びる。平面プ

ランの形状は円形であ り、径30cln、 深さ14clnを 測る。

出土遺物はない。

2号小穴 (第 13・ 15図 )

3区内の東側、 1号竪穴状遺構の西側に位置する。円形プランを呈 し、径30cln、 深さ20～25

CElを測る。
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出土遺物は縄文土器の破片が 1点 と10の融解物付着土器の破片が 1点出土 した。内面に融解

物が付着 している。

3号小穴 (第13図 )

3区内の東側、 1号竪穴状遺構の南西に位置する。南側は調査区外に延びる。円形プランを

呈 し、径30cln、 深さ17～ 21clnを測る。

出土遺物はない。

4号小穴 (第13図 )

3区内の中央部、やや西寄 りに位置する。北側は調査区外に延びる。円形プランを呈 し、径

30cln、 深さ9 cElを 測る。

出土遺物はない。

5号小穴 (第13図 )

3区内の中央部、やや西寄 りに位置する。だ円形プランを呈 し、径30ctl、 深さ 9 clnを 測る。

出土遺物はない。

(3)第 4区の遺構 と遺物

2号土坑 (第14図 )

4区内の北西隅に位置 し、北側及び西側は調査区外に延びる。平面プランの形状は円形であ

り、東西幅40cln、 深さは90clnを測る。立ち上が りは下部でオーバーハングしている。床面は平

坦である。

出土遺物はない。

(4)第 7区の遺物 (第15図 )

I層出上で、■は縄文土器の口縁部で、施文は縄文地。12はかわらけで、日径13.Ocln、 器高

2,7cln、 色調は褐色で胎土は雲母を含む。

第 4節 まとめ

本遺跡は1985年、山梨県教育委員会により笛吹川農業水利事業に伴い調査が行われ、縄文～

平安時代の住居l■ 7軒や中近世の竪穴状遺構や小穴群が多数検出した他、先土器時代のナイフ

形石器や縄文時代～中近世の土器や石器が多数出土 してお り、その調査地は今回の調査地 と隣

接 してお り、同様の遺構の検出が期待され、調査の結果、 3区から4区にかけて中近世の竪穴

状遺構が 1基、小穴 5基、土坑 2基が検出された。この部分については本調査を行 うこととす

る。
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第 6章 代中束遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過

東八代郡豊富村木原字代中に所在 し、甲府盆地の南側から東側に連なる曽根丘陵の北へ張 り

出した台地上に立地する。

当遺跡内の西端で個人住宅の計画があ り、試掘調査を実施 した。調査面積は 8 nfである。

平成 9年 (1997)10月 20日 発掘調査を開始・終了

平成 9年 (1997)10月 20日 文化庁に発掘報告を提出

平成 9年 (1997)10月 22日 南甲府警察署に遺失物発見届提出

第 2節 調査方法及び基本層序

調査方法は調査対象地に応 じて、 2× 2mの試掘坑を 2か所設定 し、それぞれに 1～ 2区 と

名づけ、ローム面まで掘 り下げた。

基本層序は次のとお りである。なお、地表から第Ⅱ層までの深さは10～ 30clnで ある。

第 I層 褐色土 (耕作土)  第 H層 黄褐色 ローム

第16図 調査区位置図
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第 3節 検出された遺構と遺物

(1)第 1区の遺物 (第19図 )

第 1区では遺構は発見されなかった。 I層出土 として 1は縄文地に沈線文を施 したもので、

時期は縄文時代中期初頭の五領ケ台式期である。 2は凹石である。長さ9.6cln、 幅7.5cln、 厚さ

5。 lclnを測る。安山岩製である。

(2)第 2区の遺物 (第19図 )

第 2区では遺構は発見されなかった。 I層出土 として 3は結節縄文で、時期は縄文時代中期

初頭の五領ケ台式期である。 4は縄文地に半我竹管による沈線文を施す。時期は縄文時代前期

後葉の諸磯 B式期である。

第 4節 まとめ

調査の結果、縄文時代前期後葉から中期初頭にかけての土器や石器が耕作土から出土 したも

のの遺構は検出されなかった。

2866             1

第 1区 西 壁 土 層
第 2区 西 壁 土 層

I 褐色上 しまりなじ ロームプロック含む 耕作土

■ 黄褐色ローム

第18図 土層図

附
日
村輩

一

轟
√

４

第19図 出土土器・ 石器
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第 7章 弥二郎遺跡の調査

第 1節 調査に至る経過

東八代郡豊富村関原及び木原地内に所在 し、甲府盆地の南側から東側に連なる曽根丘陵を形

成する台地頂部に立地する。

当遺跡内の中央部、関原字弥二郎地内で土砂採取の計画があ り、試掘調査を実施 した。調査

面積は231ド である。

平成 9年 (1997)12月 9日 発掘調査を開始

平成 9年 (1997)12月 10日 文化庁に発掘報告を提出

平成 9年 (1997)12月 16日 発掘調査を終了

平成 9年 (1997)12月 18日 南甲府警察署に遺失物発見届提出

第 2節 調査方法及び基本層序

調査方法は調査対象地に応 じて幅1.5～ 2m、 長さは任意の トレンチを15か所設定 し、それ

ぞれに 1～15区 と名づけて、ローム面まで掘 り下げた。

基本層序は次のとお りである。なお、地表から第 II層 までの深さは15～ 55clnである。

第 I層 褐色土 (耕作土)第 H層 黄褐色ローム

第20図 調査区位置図
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第25図 全体図

第 3節 検出した遺構と遺物

(1)第 1区の遺構 と遺物

1号住居址 (第26図 )

1区の東側に位置 し、北側は調査区外に延びる。遺構確認精査を行っていた際に、固く締ま

るローム面が見つか り、炉 と思われる焼土 ピットも確認できたことから住居址 と判断した。表

土はぎの時に壁の部分を削 り過ぎてしまい、 トレンチの断面を見ると壁面の高さは20～ 30cln、

住居の東西幅は340clnである。床面は平坦であ り、住居の中央やや東寄 りで、炉 と思われる焼

土ピットがあった。その焼土 ピットの東西幅は45cln、 南ゴヒ幅50cln以上、深さは10Clnである。20

～30clnの礫が 2つ並べて据えられていた。柱穴は確認できなかった。覆土は明褐色土である。

出土遺物はない。

(2)第 12～ 14区の遺構 と遺物

2号住居llL(第 27・ 28図 )

13区の東側に位置 し、北側 と南側が調査区外に延びているために平面プランは不明である。

東西幅470cln、 壁高10～20clnを測 り、え面は平坦である。 トレンチの南壁付近で東西幅30cln、

南北幅20clnの 鯰土 ピットが見られる。柱穴は見つからなかった。覆土は明褐色上である。

出土遺物は弥生時代後期 と思われる壷の破片がいくつか出上 し、 1はそのうちの 1つで、底

l15区

―-28-
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第26図  1号住居址

部位である。外面は ミガキ、内面はハケメ調整を施す。底部外面に木葉痕が残る。色調は橙褐

色で、胎土は白色粒を含む。 2はハの字文を施 し、縄文時代中期末の曽利 V式上器の破片であ

る。

I層出土 として、12区出土の 3は櫛歯状工具による沈線文を施 し、縄文時代中期後半の曽利

Ⅳ式、12区出土の4は 日縁部の内面を押引により曲線を描いた縄文時代中期初頭の五領ケ台式

期の浅鉢の日縁部と思われる。14区出土の 5は隆線に押引を施 し、縄文時代前期末の十三菩提

式 と思われる。 (第28図 )

第 4節 まとめ

調査の結果、弥生時代後期の住■l■が 1軒 と時期不明の住居l■Lが 1軒の計 2軒が確認され、

耕作土からも縄文時代前期末から中期末の土器や石器がいくつか出土 した。 1号住居址からは

出土遺物がなく、時期を決定することは難 しく、 2号住居址の覆土 と同 じ上であ り、弥生時代

後期の住居址の可能性が高いものの時期を確定する材料が乏しいため、今回は時期不明として

おく。

本遺跡は1985年、山梨県教育委員会により、笛吹川農業水禾J事業に伴い調査が行われ、弥生

時代後期の住居址 3軒の他、先土器時代の石器や縄文時代～中近世の上器や石器が多数出土 し

Ａ
一四
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第27図  2号住居址 第28図 出土土器

てお り、その調査地は今回の調査地 と同 じ畑地内であ り、同様の遺構の検出が期待され、調査

の結果、弥生時代後期の住居址が分布は薄いものの、点在 していることが明らかとなった。
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